
、、呈梅、

灘

、癬織．

　　　　　　　

●

鱗
　懸

鰯

麟　
　
　
　

きじまるくん

成人おめでとう
　1月15日、小雨の降る成人の日に勤労福祉センターで「成人式」が盛大に

行われました。今年の新成人は、253名。成人になった喜びの中にも緊張
をかくしきれない気持で記念撮影をしています。大人としての第一歩をふみ

だした顔には、責任と将来の夢がいだかれているようでした。
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たの税が生きている

町
・
県
民
税
申
告
の

　
　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
平
成
五
年
一
月
一
日
現
在
、
町
に
住

所
が
あ
り
、
平
成
四
年
中
に
所
得
が
あ

っ
た
か
た
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た
か
た
、

給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
が
町
へ
送
ら
れ
て
い
る
か
た

は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
今
年
十
八
歳
に
な
っ
た
か
た

●

▲昨年の申告相談

や
、
平
成
四
年
中
に
町
へ
転
入
さ
れ
た

か
た
は
、
申
告
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
は
所
得
の
な
い
か
た
で
も
、
申
告
が

必
要
で
す
。

所
得
税
・
確
定
申
告
の

　
　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
事
業
を
し
て
い
る
か
た
や
不
動
産
収

入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
か
た
で
平

成
四
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

か
た
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
で
も

つ
ぎ
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
は
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
給
与
の
年
収
が
、
一
千
五
百
万
円
を

　
超
え
る
か
た
。

◎
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

　
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

　
る
か
た
。

◎
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

　
る
か
た
。

申
告
に
必
要
な
も
の

◎
申
告
書

◎
印
か
ん

◎
平
成
四
年
中
の
所
得
金
額
が
証
明
さ

　
れ
る
も
の

◎
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
や
生
命

噂

　
保
険
、
損
害
保
険
な
ど
の
支
払
っ
た

　
証
明
書

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
医

　
療
費
の
領
収
書

◎
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
平

　
成
五
年
一
月
一
日
現
在
に
お
け
る
住

　
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
・
日

　
赤
支
部
発
行
の
領
収
書

◎
障
害
者
の
か
た
（
扶
養
者
を
含
む
）

　
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
み

　
ど
り
の
手
帳

◎
学
生
の
か
た
は
、
学
生
証
ま
た
は
在

　
学
証
明
書

◎
そ
の
他
、
機
械
化
集
団
な
ど
へ
の
支

　
払
証
明
書

申
告
す
る
と
所
得
税
が

　
　
　
還
付
さ
れ
る
か
た

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
か
た

で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
は
確
定
申

告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

　
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築
な

　
ど
を
し
た
か
た
。

◎
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た
。

所
得
が
給
与
所
得
の
み
の
か
た
で

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
、
医
療
費

控
除
を
受
け
る
か
た

　
還
付
申
告
に
つ
い
て
、
広
報
一
月
号

・
税
務
署
か
ら
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
な
る
べ
く
二
月
十
日
・

（2）



税得所

町・県民税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

十
二
日
の
還
付
申
告
会
場
（
熊
谷
市
立

勤
労
会
館
）
で
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
、
二
年

目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

◎
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

　
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を
受

　
け
な
か
っ
た
か
た
。
　
（
所
得
税
を
支

　
払
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
源

　
泉
徴
収
票
が
必
要
）

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、
銀
行

農
協
な
ど
の
預
金
口
座
へ
の
振
り
込
み

が
便
利
で
す
の
で
、
申
告
者
名
義
の
預

金
口
座
番
号
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
　
「
所
得
税
の
確
定
申
告

の
手
引
き
」
や
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

を
参
考
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

税
の
お
問
い
合
わ
せ

■
町
・
県
民
税
関
係

≒
h

正しい申告を
　所得税、町・県民税は～・・自分の所

得の状況を最もよく知っているみな

さんが、税法に従って自分の所得と

税額を正しく計算して申告、納税す

るという「申告納税制度」を採用し

ています。

　申告しなければならないかたが申

告しなかったり、誤った申告をした

りしますと、後で不足の税金を納め

るだけでなく、不足額の15％または

10％の加算税が課され、さらに延滞

税も納めなければならないことにな

ります。

町・県民税申告・所得税確定申告
　　　　　　　　　　（農業・給与所得者）

程日談相

●

月　日 該　当　地　区 会場
2月16日しり

小江川・須賀広・野原

町民体育館

2月17日㈱

2月旧日㈲
小江川・塩・板井

2月19日囲

2月22日（月）

押切・千代
2月23日αり

2月24日㈱
押切・上新田・柴

＿階会議室

2月25日体）

智36－1521

内線350

2月26日囲
成沢・三本

3月1日（月）

3月2日㈹

樋春・御正新田3月3日㈱

3月4日㈱

3月5日囲 町内全域

受付時間………午前9時より午後4時まで

●
役
場
税
務
課

　
君
三
六
－
一
五
二
一
内
線
謝
・
謝

■
所
得
税
関
係

●
熊
谷
税
務
署
　
a
二
一
－
二
九
〇
五

●
熊
谷
税
務
相
談
室

　
　
　
　
　
　
費
二
四
ー
七
九
六
一

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

　
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
税
理
士
に

依
頼
さ
れ
る
か
た
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
正
規
の
税
理
士
か
ど
う
か

税
理
士
証
票
な
ど
で
よ
く
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

　
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は
、
税

理
士
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
の
時
期
に
は
、

税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
税
理
士
に
依
『

頼
さ
れ
る
か
た
が
多
い
こ
と
に
便
乗
し

て
、
税
理
士
資
格
の
な
い
人
が
申
告
書

の
作
成
な
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
は
、

法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼

し
た
か
た
に
迷
惑
を
か
け
る
結
果
に
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
、

い
。

◎税務署から申告相談日の通知のあったかたは、指定

　日時に税務署へ申告してください。

ご
注
意
く
だ
さ

　
　
　
　
欝

講
△
ひ
．

　
　
蟹
　
　

☆
J

　
　
　
税
の
標
語
入
選
さ
れ
る

　
平
成
四
年
度
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
が
募
集
さ
れ
、
数
多
い
作
品
の
な
か
か

ら
つ
ぎ
の
作
品
が
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

税
金
と

公
共
の

税
金
で

税
金
は

税
金
は

納
税
は

い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
　
私
達

福
祉
の
た
め
に
　
納
税
だ

す
み
よ
い
日
本
　
あ
か
る
い
社
会

く
ら
し
に
役
立
つ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー

暮
ら
し
の
た
め
に
　
役
立
つ
力

未
来
の
ゆ
め
を
　
引
き
出
す
カ

江
南
中
二
年
生

江
南
中
三
年
生

江
南
中
三
年
生

江
南
中
三
年
生

江
南
中
二
年
生

江
南
中
二
年
生

大
久
保
幸
絵
さ
ん

原白佐平井
田石藤澤上

一
孝
さ
ん

慶
子
さ
ん

友
美
さ
ん

広
子
さ
ん
　
ー

　
　
　
　
　
　

直
樹
さ
ん
　
ー



■
’
ず

，
6春の全国火災予防運動

1日当たりおよそ5人が火災の犠牲になつている
て思い起こし、火災を出さないためには何を

すればよいのかを、「春の全国火災予防運動」

を迎えて、みんなで考えてみましょう。今年

度の全国統一防火標語は、「点検を重ねて築く

火災ゼロ」です。

　冬から春先にかけては空気が非常に乾燥し、

強い風が吹く日が多いものです。さらに、暖

房器具など火を使うことも多いため、1年の

うちで最も火災が多い時期です。

　目ごろから忘れがちな：火の恐ろしさを改め

鼠
突
②
蟹
冑
自
陰
沢
†
屋
曲
以
上
一
⑩
お
舘
自
＠

　
平
成
三
年
の
一
年
間
に
、
全
国
で

五
万
四
千
八
百
七
十
九
件
の
火
災
が

発
生
し
、
千
八
百
十
七
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
一
日
当
た
り
お
よ
そ
五

人
が
、
火
災
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
冬
か
ら

春
先
に
か
け
て
の
火
災
で
亡
く
な
る

人
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
平
成
三

年
中
を
み
て
も
、
一
～
四
月
と
十
二

月
の
五
か
月
間
で
、
火
災
に
よ
る
総

死
者
数
の
五
六
％
に
当
た
る
千
十
八

人
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

火
災
に
よ
る
損
害
も
千
六
百
十
四
億

一
千
九
百
七
十
五
万
円
で
、
火
災
一

件
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
二
百
九

十
四
万
円
の
損
失
額
と
な
り
ま
す
。

　
亡
く
な
る
人
が
最
も
多
い
火
災
は

住
宅
火
災
で
、
建
物
の
火
災
の
死
者

の
う
ち
、
九
〇
％
が
住
宅
火
災
の
死

者
な
の
で
す
。
国
内
で
起
き
た
全
火

災
の
約
三
割
は
一
般
家
庭
で
起
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
火
災
の
最
大
の

被
害
者
が
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年

寄
り
で
す
。
春
先
の
火
災
は
、
空
気

が
乾
燥
し
て
い
た
り
強
い
風
が
吹
い

て
い
た
り
し
て
、
火
の
回
り
が
早
い

た
め
、
逃
げ
遅
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
か
ら
で
す
。
ま
し
て
乳
幼
児
や

お
年
寄
り
は
、
火
を
見
て
怖
が
っ
た

り
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
か
っ

た
り
し
て
、
悲
惨
な
結
果
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
火
災
は
、
慣
れ
と
油
断
か
ら
発
生

す
る
と
い
い
ま
す
。
一
瞬
に
す
べ
て

を
焼
き
尽
く
し
、
灰
に
し
て
し
ま
う

火
災
　
　
怖
い
災
害
と
分
か
っ
て
い

て
も
、
そ
れ
を
防
ぐ
気
持
ち
が
緩
み

が
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
火
災

か
ら
わ
が
家
を
守
る
た
め
に
は
、
「
こ

れ
だ
け
備
え
れ
ば
」
「
こ
れ
だ
け
注
意

を
し
て
い
れ
ば
も
う
大
丈
夫
」
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の

心
が
け
と
行
動
を
継
続
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

（4）

紹
窟
か
ら
旱
㊥
侶
か
隊
冒
＠
喫
災
か
多
恥

　
出
火
の
原
因
で
は
、
こ
ん
ろ
に
よ

る
火
災
が
六
千
百
五
十
六
件
、
な
か

で
も
普
及
率
の
高
い
ガ
ス
こ
ん
ろ
が

最
も
多
い
の
で
す
り
次
い
で
、
た
ば

こ
、
放
火
、
た
き
火
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
寒
い
時
期
は
、
暖
を
と
る

た
め
の
火
気
の
使
用
が
増
え
ま
す
。

器
具
や
火
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
発
生
の
時
間
帯
で
多
い
の
は
、

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
で
す
。
特

に
多
い
の
が
午
前
一
時
台
の
火
災
で
、

平
成
三
年
中
に
は
百
一
人
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
寝
入
り
ば
な
や
熟
睡

し
て
い
る
時
間
帯
に
当
た
る
た
め
、

亡
く
な
る
人
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
次
い
で
多
い
の
が
、
午
後
二

時
台
と
午
後
十
一
時
台
で
す
。

　
で
き
る
な
ら
、
家
庭
の
中
に
も
簡

易
型
火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
、
寝

て
い
る
間
の
出
火
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
、
万
全
の
対
策
を
と
り
た
い
も

の
で
す
。

憩
艶
易
財
や
憩
駒
怨
岡
慰
家
暇
冒
囲
し
禽
窃
◎

　
火
災
で
の
死
亡
原
因
で
一
番
多
い

の
は
や
け
ど
、
次
い
で
一
酸
化
炭
素

中
毒
や
煙
に
巻
か
れ
て
の
窒
息
で
す
。

死
に
至
る
経
過
で
は
、
逃
げ
遅
れ
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。
発
見
が
遅
れ
、

気
づ
い
た
と
き
に
は
火
や
煙
が
回
り
、

す
で
に
逃
げ
道
が
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●

　
焼
死
者
の
ほ
ぼ
半
数
以
上
は
、
お

年
寄
り
や
乳
幼
児
、
病
人
や
体
の
不

自
由
な
人
で
す
。
お
年
寄
り
や
子
ど

も
は
、
玄
関
や
非
常
口
な
ど
、
出
口

に
近
い
場
所
に
寝
室
を
つ
く
る
よ
う

な
配
慮
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
日

ご
ろ
か
ら
家
族
で
火
災
が
あ
っ
た
と

き
の
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
話
し

合
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
各
地
の
消
防
署
で
は
、
「
春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
」
の
期
間
中
、
消
火

（
0
ハ
2
ノ

●

訓
練
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
行
事

を
実
施
し
ま
す
。
こ
う
し
た
行
事
に

は
家
族
や
地
域
で
積
極
的
に
参
加
し
、

火
災
通
報
の
正
し
い
か
け
方
や
初
期

消
火
の
や
り
方
、
さ
ら
に
正
し
い
消

火
器
の
取
り
扱
い
方
な
ど
を
教
わ
り

ま
し
ょ
う
。
火
災
が
起
き
た
と
き
で

も
慌
て
ず
、
ス
ム
ー
ズ
に
火
を
消
し

止
め
ら
れ
る
の
は
、
一
人
一
人
の
地

道
な
努
力
な
の
で
す
。



家
族
み
ん
な
で

●

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
ノ

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
み
な
さ

ん
が
会
費
を
出
し
あ
い
交
通
事
故
に
よ

っ
て
死
亡
し
た
り
、
け
が
を
し
た
と
き

見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相
互
扶
助
制

度
で
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
間
に
、
二
十
八
人
の
か
た

に
見
舞
金
合
計
二
百
七
十
八
万
五
千
円

が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
参
照
）

　
現
在
、
町
で
は
七
千
三
百
八
十
六
名

の
か
た
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
三

月
三
十
一
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
来
年
度
の
申
し
込
み
を
二
月
十

日
よ
り
受
付
け
ま
す
。

　
申
し
込
む
場
合
、
一
般
会
員
（
現
在

中
学
三
年
生
の
か
た
を
含
み
ま
す
。
）

お
よ
び
、
幼
稚
園
よ
り
下
の
子
は
会
費

を
添
え
区
長
さ
ん
を
と
お
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
各
学
校
で

　
、
洗

と
暴
ま
と
め
を
行
い
ま
す
の
で
、
家
庭

で
の
申
し
込
み
と
重
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
費

〇
一
般
会
員
　
　
（
中
学
三
年
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
百
円

○
小
人
会
員
（
O
歳
～
中
学
二
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
円

■
有
効
期
問

　
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
六
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
（
中
途

加
入
の
場
合
は
、
会
費
納
入
時
か
ら
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
）

■
加
入
で
き
る
か
た

　
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
た
（
外
国
人
登
録
も

含
み
ま
す
。
）

※
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
る

か
た
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◎
加
入
後
に
お
け
る
見
舞
金
の
請
求
方

法
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
ご
覧
に
な
っ

昨年4月から1a月ま
での間に支払われた

各見舞金別のべ人数

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自
動

車
、
単
車
、
自
転
車
ま
た
は
電
車
な
ど

に
乗
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接
触
、
転
落

転
覆
し
た
事
故
、
ま
た
は
歩
行
中
に
こ

れ
ら
の
乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か

れ
た
場
合
。

　
な
お
、
請
求
に
必
要
な
申
請
用
紙
は

役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
ば
、
役
場
総
務
課
交
通
災

害
共
済
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
8
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
二
二
六

人
数
　
1
0

1
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　　千
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●歳
時
記
　
ス
ケ
ー
ト

　
ス
ケ
ー
ト
と
い
う
と
、
昨
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
伊
藤
み
ど
り

さ
ん
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
・
ス
ケ
ー
ト
の
華

麗
な
演
技
を
思
い
出
す
方
も
い
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
田
ん
ぼ
の
氷
の
上
で
、

げ
た
ス
ケ
ー
ト
で
滑
っ
た
遠
い
日
を
思

い
起
こ
す
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
以
前
は
子
ど
も
の
ス
ケ
ー
ト
遊
び
も

競
技
会
も
、
天
然
の
氷
の
上
で
し
た
。

冬
に
な
る
と
、
観
光
情
報
と
し
て
積
雪

情
報
と
と
も
に
、
ス
ケ
ー
ト
場
に
な
っ

て
い
る
湖
の
天
然
氷
の
厚
さ
が
発
表
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
最
近
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ス
ケ
ー
ト
は
、
も
と
も
と
氷
の
上
の
讐

交
通
手
段
で
、
大
昔
は
動
物
の
骨
を
削

っ
て
靴
に
く
く
り
つ
け
た
も
の
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
北
欧
な
ど
の
穴
居
跡
に
は
、

ヒ
ツ
ジ
や
ウ
マ
、
ト
ナ
カ
イ
な
ど
の
骨

で
作
っ
た
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ケ
ー
ト
靴
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の

は
明
治
十
年
で
、
札
幌
農
学
校
の
ア
メ

リ
カ
人
教
師
が
持
っ
て
き
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
長
野
県
の
諏
訪
湖

な
ど
に
ス
ケ
ー
ト
場
が
で
き
ま
し
た
。

最
近
は
冷
凍
機
械
の
出
現
で
、
通
年
リ

ン
ク
が
各
地
に
で
き
た
の
で
、
ス
ケ
ー

ト
は
冬
に
限
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
や
は
り
、

屋
外
リ
ン
ク
で
の
ス
ケ
ー
ト
は
、
冬
の

風
物
誌
で
す
。

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した指

定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

2月の貯番 工事　店　名 電話番号
1　・　6　・11　・16　・21　・26 ㈱　光　栄　建　設 36－1052
2　・　7　。12　・17　・22　。27 ㈱　コ　バ　ヤ　シ 36－1206
3　。　8　・13・18・23・28 ㈲笠原設備工業所 36－3662
4　・　9　。14・19・24 ㈲　松　本　設　備 36－5177
5　・10　。15　・20・25 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
（5）



複

（6）

成
人
病
予
防
週
間

一
月
一
～
七
日

聞
ζ
ズ
て
ま
ず
ガ
？
あ
な
方
の
ガ
ら
だ
の
9
0
6

　
が
ん
、
心
臓
病
．
脳
卒
中
の
い
わ
ゆ
る
三
大
成
人
病
は
、
死
亡
順

位
の
上
位
三
つ
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
病
に
よ
る
死
亡
者

は
，
平
成
三
年
で
全
国
の
死
亡
者
総
数
約
八
十
一
一
一
万
人
の
う
ち
六
割
、

約
五
十
一
万
人
を
数
え
ま
す
。
成
人
病
で
亡
く
な
る
人
は
、
家
庭
で

は
大
黒
柱
で
あ
り
￥
社
会
で
は
重
要
な
地
位
に
あ
る
万
々
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
　
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
￥
過
信
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
一
一
月
一
～
七
日
は
、
「
成
人
病
予
防
週
間
」
で
す
。
今
年
の
標
語
は
、

「
聞
こ
え
て
ま
す
か
？
　
あ
な
た
の
か
ら
だ
の
S
O
S
」
で
す
。

　
三
大
成
人
病
の
う
ち
死
亡
順
位
の

第
一
位
は
が
ん
で
、
平
成
三
年
は
全

死
亡
率
の
二
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

が
ん
に
よ
る
死
亡
は
着
実
に
増
え
て

お
り
、
そ
の
勢
い
は
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
従
来
多
か
っ
た
胃
が
ん
子
宮
が
ん

が
減
少
し
、
か
わ
っ
て
肺
が
ん
や
乳

瀞
施
慰
吻
ぐ
猶
“
㊥
＠
聰
駒
竈

　
①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と

　
　
る

　
②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

　
③
食
べ
す
ぎ
は
さ
け
、
脂
肪
は
ひ

　
　
か
え
め
に

　
④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　
⑤
た
ば
こ
を
少
な
く
す
る

　
⑥
食
べ
も
の
か
ら
適
量
の
ビ
タ
ミ

が
ん
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
食
生
活
や
生
活
習
慣
の
欧
米
化

が
原
因
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
が
ん
は
正
常
細
胞
が
が
ん
細

胞
に
変
化
し
、
増
殖
し
て
起
こ
る
病

気
で
あ
り
、
「
こ
う
す
れ
ば
か
か
ら
な

い
」
と
言
い
切
れ
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ
で
紹
介
す
る

　
ン
と
繊
維
質
の
も
の
を
多
く
と

　
る
⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熱

　
い
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら

⑧
焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る

⑨
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意

⑩
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

⑪
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
す
る

⑫
体
を
清
潔
に

十
二
か
条
は
、

愛
窮
嶺
陶
②
猶
㊥
の
禽
臼
闇
圏
鋳

　
①
い
ろ
い
ろ
食
べ
て
成
人
病
予
防

　
②
日
常
生
活
は
食
事
と
運
動
の
バ

　
　
ラ
ン
ス
で

　
予
防

⑥
食
物
繊
維
で
便
秘
・
大
腸
が
ん

　
を
予
防

⑦
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
と
つ
て
丈

　
　
　
　
　
　
い
ま
ま
で
の
研
究
か

ら
分
か
っ
て
き
た
事
実
で
す
。
毎
日

の
生
活
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
食
生
活
と

　
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

　
心
臓
病
に
よ
る
死
亡
は
ほ
ぼ
横
ば

い
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
心
臓
病
は
、
弁
膜
症
な
ど
の
リ
ウ

マ
チ
性
心
疾
患
が
減
り
、
狭
心
症
や

　
　
こ
う
そ
く

心
筋
硬
塞
と
い
っ
た
虚
血
性
心
疾
患

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が

増
え
て
き
た
理
由
は
、
食
生
活
の
変

化
や
ス
ト
レ
ス
の
増
加
が
原
因
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
欧
米
諸
国
で
は
、

心
臓
病
が
死
亡
順
位
の
第
一
位
を
占

め
る
国
が
多
い
の
で
す
が
、
日
本
の

疾
病
構
造
も
欧
米
並
み
に
な
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
高
血
圧
対
策
と
し
て
減
塩
運
動
が

進
み
、
塩
分
を
控
え
た
食
事
が
浸
透

し
て
き
た
の
で
、
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
よ
く
な
り
脳
出
血
が
減
少
し
、

脳
卒
中
全
体
の
死
亡
は
減
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
死
に
至
ら
な
い
ま

で
も
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必

要
と
す
る
患
者
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

　
心
臓
病
や
脳
卒
中
は
、
が
ん
と
違

っ
て
自
分
が
気
を
つ
け
れ
ば
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
で
は
、
ど
う
し
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
大
切
な
の

は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と
り
、

適
度
な
運
動
を
し
て
、
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
、
成

人
病
の
一
次
予
防
と
い
い
ま
す
。
火

事
で
い
え
ば
”
火
の
用
心
”
に
よ
る

”
出
火
予
防
”
で
す
。

　
と
き
に
は
注
意
し
て
い
て
も
、
成

人
病
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

二
次
予
防
と
い
い
、
火
事
で
い
え
ば

”
初
期
消
火
”
に
よ
る
．
全
焼
・
延

焼
阻
止
”
で
す
。

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り

生
活
リ
ズ
ム
を
保
と
う

　
成
人
病
は
、
習
慣
病
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
積
み
重
な

り
で
、
発
病
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

病
気
に
な
っ
て
か
ら
、
「
そ
う
い
わ
れ

て
み
れ
ば
」
と
い
う
心
当
た
り
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
病
気
に
な
る

前
に
大
切
な
の
は
、
①
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
栄
養
を
と
る
こ
と
　
②
適
度

な
運
動
を
す
る
こ
と
　
③
十
分
な
休

養
を
と
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
適

切
な
生
活
の
リ
ズ
ム
を
保
つ
こ
と
で

す
。
い
ま
か
ら
で
も
、
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
「
最
近
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
」

と
思
わ
れ
る
人
は
、
す
ぐ
に
病
院
に

行
っ
て
検
査
を
受
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
だ
け
の
体
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
　
「
成
人
病
予
防
週
間
」
を
機

会
に
、
日
ご
ろ
の
生
活
を
振
り
返
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●

●



トピツワス 身近か后話題、ホツト后ニュースきお寄せくだごひ。

高齢者の健康づくり訪問活動

　1月19日、樋春北集会所において老人

クラブ加入者48名を対象にした高齢者の

健康づくり訪問活動が行われました。

　これは、保健婦、栄養士や保健課・社

会福祉協議会の職員が高齢者の健康づく

りを積極的に支援するために各字を訪問

するもので、3年目の今年は￥’寝たきり

予防”がテーマでした。

　健康相談をはじめ、適度な運動や食生

活を指導し、健康づくりの手助けをして

います。

●

o
o
旧
“
o
↑

消防団出初め式

　江南町消防団の出初め式が1月17日に

町役場庁舎前で行われました。式終了後

には、三分団による一斉放水や町内の火

災予防広報も行いました。

　2月・3月は、火災の発生しやすい時

期です。火の元にはくれぐれもご注意く

ださい。

／

↓
0
互
O
ω

／　
／

　
　
　
／

●

蟻麟騰

ジョギング大会

　1月2日、第10回町民ジョギング大会

が町給食センター前の田園コース（3キ

ロ・5キロ）で行われ120名のみなさん

が参加しました。

　朝のうちは肌寒い日でしたが、こども

からお年寄りまで、おもいおもいに走り

新春の走り初めを楽しみました。



　
　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は
愛
育
会
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
町
母
子
愛
育
会

　
み
な
さ
ん
と
の
連
帯
の
輪
を
広
げ
な

が
ら
、
健
康
づ
く
り
を
し
て
ゆ
く
、
婦
　
　
い
ま
す
。

人
組
織
愛
育
会
を
ご
存
じ
で
す
か
。

愛
育
会
っ
て
な
に
？

　
だ
れ
も
が
「
健
康
で
、
家
族
み
ん
な

が
明
る
く
い
き
い
き
と
暮
ら
し
た
い
」

－
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
願
い
を

…
も
つ
婦
人
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た

の
が
愛
育
会
で
す
。

　
天
皇
陛
下
ご
誕
生
に
際
し
、
母
子
に

対
す
る
深
い
思
い
や
り
に
よ
っ
て
昭
和

九
年
に
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
が
創
立

さ
れ
、
町
で
は
昭
和
三
十
八
年
に
発
足

し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
町
内
の
全
世
帯
と
な
っ
て
お

り
、
野
本
孝
子
会
長
率
い
る
、
四
十
六

名
の
役
員
（
各
字
の
代
表
者
二
～
九
名
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

　
生
涯
の
健
康
基
礎
と
な
る
母
と
子
の

健
康
づ
く
り
を
中
心
に
、
皆
さ
ん
の
健

康
を
願
っ
て
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

qD

母
親
学
級
や
乳
幼
児
健
診
な
ど
の

　
参
加
を
す
す
め
る
た
め
、
家
庭
訪

　
問
を
し
て
い
ま
す
。

の
各
種
健
康
相
談
や
健
診
な
ど
の
お

　
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

㈹
知
識
の
向
上
と
親
睦
を
深
め
る
た

　
め
に
、
役
員
研
修
を
実
施
し
て
い

　
ま
す
。

ゆ
健
康
ま
つ
り
に
参
加
し
、
母
と
子

　
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
喜
ば
れ
て

　
い
ま
す
。

　
町
に
愛
育
会
が
発
足
し
、
三
十
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
活
動
も

軌
道
に
の
っ
て
き
ま
し
た
。
役
員
が
ご

家
庭
に
お
伺
い
し
た
際
に
は
、
ど
う
ぞ

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

O
㊥
0
②
0
0
0
0

　
十
一
月
二
十
九
日
、
秋
季
字
別
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
町
民
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
字
よ
り
八
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
須
賀
広
チ
ー
ム

と
野
原
チ
ー
ム
が
優
勝
、
千
代
チ
ー
ム

と
成
沢
チ
ー
ム
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
決
勝
）
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
出
場
チ
ー
ム

須
賀
広
、
樋
春
、
千
代
、
小
江
川
、

野
原
、
下
押
切
、
成
沢
、
板
井

▼
A
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
須
賀
広
　
二
－
一

▼
B
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
野
　
原
　
二
－
一

千
　
代

成
　
沢

●

（8）



　
とさ
見

無
醗

「
大
原
」
は

地
名
は
語
る

「
大

　
　
　
　
　
　
　
（
オ
オ
ハ
ラ
）
と
読
む

大
字
押
切
に
属
す
地
名
で
す
が
、
荒
川

沿
い
の
沖
積
地
で
は
な
く
台
地
上
に
あ

り
ま
す
。
現
在
、
町
の
中
央
付
近
に
位

置
し
山
林
・
畑
の
広
が
る
場
所
で
し
た

が
、
中
学
校
・
運
動
公
園
な
ど
が
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
　
「
原
」
は
「
野
」
と
同

様
に
平
担
な
草
地
を
意
味
し
ま
す
が
、

　
「
野
」
に
は
人
手
の
入
ら
な
い
、
未
開

な
、
自
然
の
ま
ま
の
意
味
が
あ
る
よ
う

で
す
。
　
「
大
原
」
の
他
に
は
、
共
通
し

て
原
の
つ
く
「
三
本
原
・
原
谷
・
下

■
原
・
上
前
原
・
東
原
・
上
原
・
中
原
」

．
な
ど
、
小
川
－
熊
谷
県
道
沿
い
の
台
地

に
多
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

場
所
は
共
通
し
て
、
あ
ま
り
開
墾
さ
れ

て
い
な
い
山
林
が
主
体
と
な
っ
て
い
る

場
所
で
し
た
。

　
　
「
大
原
」
が
旧
押
切
村
に
属
し
て
い

た
の
は
江
戸
時
代
以
来
で
す
が
、
荒
川

か
ら
離
れ
た
、
当
時
ほ
と
ん
ど
人
家
の

無
い
場
所
が
な
ぜ
本
村
か
ら
離
れ
て
飛

地
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
の
か
。
こ

』
の
理
由
も
江
戸
時
代
ま
で
湖
る
よ
う
で

す
。
当
時
の
農
民
は
、
土
地
の
所
有
を

大
き
く
制
限
さ
れ
、
居
宅
地
・
耕
作
地

以
外
の
所
有
は
原
則
と
し
て
で
き
ま
せ

』
λ
で
し
た
。
特
に
田
畑
は
検
地
を
行
い
、

．
面
積
・
税
負
担
者
を
登
録
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
山
林
等
は
公
用
地
や
旗
本
等
の

原
」

●第31話

知
行
地
と
な
っ
て
農
民
が
協
同
で
利
用

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
特
に
有
力
農
民

が
譲
り
受
け
た
場
合
を
除
き
、
農
民
共

用
の
入
会
地
と
な
っ
て
い
た
例
が
大
半

を
占
め
る
よ
う
で
す
。

　
旧
押
切
村
の
共
用
地
と
は
ど
ん
な
も

の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
新
編
武
蔵

風
土
記
稿
・
明
治
初
年
の
郡
村
誌
に
よ

る
と
『
飛
地
・
成
沢
新
田
樋
春
新
田
御

正
新
田
男
会
郡
須
賀
広
千
代
小
江
川
の

六
村
接
壌
の
間
　
畑
林
成
　
四
拾
四
町

七
反
廿
四
歩
』
と
あ
り
ま
す
。
現
在
の

大
原
か
ら
山
ノ
神
・
大
道
南
・

能
満
寺
へ
続
く
一
帯
で
す
。
こ
　
、
、
＼
義

の
広
範
囲
が
押
切
村
の
共
用
地
　
　
継
苔

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
秣
場
（
ま
＼

こ
の
た
め
季
節
を
通
し
て
、
共
用
地
（
入

会
地
）
の
管
理
は
細
く
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
生
活
を
左
右
す
る
場
合
に

は
境
界
争
い
や
盗
刈
等
の
事
件
も
起
き

た
よ
う
で
す
。
他
村
で
は
宅
地
等
の
山

林
を
有
し
押
切
村
の
よ
う
な
広
い
秣
場

を
持
つ
村
は
荒
川
沿
の
山
野
を
持
た
な

い
樋
春
・
御
正
新
田
・
三
本
・
成
沢
で

す
。
こ
れ
ら
各
村
が
大
字
に
な
る
と
秣

場
は
大
字
の
飛
地
に
扱
れ
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
大
字
の
中
心
よ
り
離
れ
た

台
地
上
に
字
名
が
入
組
む
結
果
と
な
っ

た
経
緯
は
江
戸
時
代
の
土
地
政
策
に
あ

り
ま
し
た
。
今
年
か
ら
新
た
に
地
名
地

番
の
改
変
が
行
わ
れ
、
先
の
混
乱
は
無

く
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
地
名
の

由
来
と
な
っ
た
祖
先
の
生
活
は
記
憶
し

た
い
も
の
で
す
。

ぐ
さ
ば
）
又
は
馬
草
場
と
呼
ば
熱
に
．

れ
・
本
来
は
牛
馬
の
飼
料
を
刈
ノ

る
場
所
で
す
。
当
時
押
切
村
の

牛
馬
の
数
は
小
江
川
の
五
十
三

頭
に
次
ぎ
五
十
頭
で
す
。
第
三

位
下
は
樋
春
、
三
本
の
順
で
他

は
み
な
半
分
以
下
の
数
で
す
。

牛
馬
は
農
作
業
の
重
要
な
労
力

で
し
た
か
ら
、
水
田
地
帯
の
押

切
で
は
起
耕
や
荷
運
び
の
役
を

負
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

秣
場
は
、
日
用
の
薪
炭
を
得
た

り
、
推
肥
に
利
用
す
る
た
め
に

落
葉
を
掃
き
集
め
ま
し
た
。

●

　　　　　　　　遡’題＝襯

　
唐
辛
子
は
、
い
た
め

物
や
漬
物
な
ど
に
ピ
リ

ッ
と
辛
み
を
効
か
せ
る

料
理
に
欠
か
せ
な
い
材

料
で
す
。

　
唐
辛
子
は
、
辛
い
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ビ
9
ミ
ン
A
や
ビ
タ
ミ

ン
C
、
鉄
分
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、

カ
ロ
チ
ン
が
多
量
に
含
ま
れ

て
い
て
，
体
の
血
行
を
よ
く

す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
胃

腸
に
活
発
な
働
き
を
促
し
、

食
欲
を
増
進
さ
せ
る
効
果
が

あ
り
、
体
調
の
落
ち
て
い
る

と
き
に
唐
辛
子
を
上
手
に
活

用
す
る
と
、
体
調
の
維
持
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
唐
辛
子
を
包
丁
で
切
ろ
う

と
す
る
と
、
種
が
当
た
っ
て

う
ま
く
輪
切
り
に
な
つ
て
く

れ
ま
せ
ん
。
き
れ
い
な
輪
切

り
に
す
る
に
は
、
パ
サ
ミ
で

切
る
こ
と
で
す
。
こ
う
す
る

と
、
薄
く
も
切
れ
る
の
で
、

で
す
。

　
唐
辛
子
は
、

む
ほ
ど
辛
く
な
り
ま
す
。

て
、

唐辛子ア・ラ・カルト

　
最
も
辛
い
の
は
、
唐
辛
子
を
丸
ご
と

す
り
鉢
で
す
っ
た
も
の
で
、
辛
さ
は
抜

群
で
す
。

　
唐
辛
子
は
，
焦
げ
や
す
い
の
が
難
点

で
す
。
具
よ
り
先
に
唐
辛
子
を
油
で
い

た
め
て
辛
さ
を
出
し
ま
す
が
、
熱
し
た

油
に
刻
ん
だ
唐
辛
子
を
入
れ
る
と
、
あ

つ
と
い
う
間
に
黒
焦
げ
に
な
つ
て
し
ま

細かく刻むほど辛くなる

一
石
二
鳥
　
　
か
。

　
　
　
　
　
　
細
か
く
薄
く
刻
め
ぱ
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
理
に
よ
つ

　
　
辛
味
の
効
い
た
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う

や
マ
ー
ボ
豆
腐
を
作
る
と
き
は
、
唐
辛

子
の
種
を
と
ら
な
い
ま
ま
薄
く
刻
み
ま

す
。
臼
菜
漬
け
は
種
を
取
り
出
し
て
、

大
き
く
ち
ぎ
っ
て
漬
物
の
容
器
に
入
れ

る
な
ど
、
辛
さ
を
切
り
万
で
調
整
し
ま

す
。

い
ま
す
。
い
た
め
物
な
ど
で

唐
辛
子
を
焦
が
さ
な
い
コ
ツ

は
、
油
が
熱
く
な
る
前
に
刻

ん
だ
唐
辛
子
を
入
れ
、
少
し

ず
つ
い
た
め
な
が
ら
辛
み
を

出
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
こ
う
す
る
と
、
黒

焦
げ
に
は
な
ら
ず
、
見
た
目

に
も
き
れ
い
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
唐
辛
子
の
中

で
特
に
辛
い
の
は
何
で
し
ょ

う
か
。
答
え
は
タ
カ
ノ
ツ
メ
。

真
っ
赤
な
先
の
と
が
っ
た
赤

唐
辛
子
で
す
。
庭
先
な
ど
で

簡
単
に
栽
培
が
で
き
る
の
で
．

一
度
試
し
て
は
い
か
が
で
す

へ
’
　
　
苺

、

、
ミ

嚢震
（9）



情報パッワ
　　　・、時代の変化に対応するため

　　　の学習（時事解説、経済の

　　　動向、消費者問題、身近か

　　　な法律など）

　　　・社会参加を進めるための学

　　　習（ボランティァ活動、若
　　　い世代との交流、機関紙の
　　　作り方など）

　　　・自主活動を高めるための学

　　　習（自治会活動、クラブ活
　　　動、卒業後の活動）

学習1年間。原則として月2回
期問　開講
費　用　授業料（年間）3，000円

申込先　〒336浦和市高砂3丁目13

　　　番3号（県衛生会館〉

　　　助埼玉県高齢者生がい振興

　　　財団　盈048－831－2206

青少年相談員募集

　　　町では、友情精神をもって青少年

◎　に接し、健やかな成長を助ける青少

　　年相談員を募集しています。

　　　活動としては、小学生キャンプや

　　バススキーなどがあり、活動を通し

　　て子どもたちと触れ合い、楽しい思

　　い出を作っていくことを目的として

　　います。あくまでもボランティアで

　　すので、時間の都合がつく時に活動

　　に参加していただければ結構です。

　　　その他の活動としては、クリスマ

　　スパーティやスキーツアーなど楽し

　　『いイベントがたくさんあります。

　　資格満18歳から満30歳まで
　　人　員　約10名
　　方　法　役場住民課へお電話くださ

　　　い　費36－1521内線224

期問2月1日～3月31日まで

圖 囮　
ま
　
ご
　
に
回
輸
　
眠

免除制度があります

　国民年金の保険料は毎月納めるこ

とになっていますが、経済的な理由

でどうしても納めることができない

とき、未納のままにしないで役場住

民課の国民年金係にご相談ください。

φ「免除」を受けられる人は

・障害年金や生活扶助などを受けて

　いるとき届出する一法定免除

・所得がないときや納付が困難なと

　き申し出る一申請免除

φ「免除」を受けた期問は

　将来、老齢基礎年金額を計算する

　とき、納付した場合の％の額とし

　て計算されますので、受け取る年

　金額が少なくなります。

φ免除期間は「追納」できます

　免除を受けた期問は、10年前まで

　さかのぼって納めることができま

　すが、追納する保険料は、経過し

　た年数により一定の率が加算され

　ます。

命学生も免除が受けられます

　所得のない学生のための免除制度

　があります。ぜひご相談ください。

　また、免除を受けた場合、卒業し

　て就職したら、免除期間は早目に

　追納しておきましょう。

県民・大麻生ゴルフ場の

申込方法が変わります

　3月利用分からすべて電話による

申し込みとなります。

　平日及び土日、休日分を問わず、

2月1日から10日まで毎日24時間受

付け、抽選のうえ当選者に電話で通

知します。以降、毎月1日か10日ま

で、翌月分の申込みを受付けます。

　なお、2月利用分は従来通りです。

　ご利用の申込みは

◎県民ゴルフ場

　智0493－54－31　1　1
◎大麻生ゴルフ場

　　　　　　費33－7770

平成4年度県北
中核シンポジウム

日時平成5年2月23日（火）

　　　午後1時30分～

場所熊谷市立文化センター
　　　文化会館
テーマ　　「広域行政の時代一共存と

　　　連帯一」～県北中核都市圏

　　　推進協議会の設立に向けて
内　容　基調講演　　「まちを語る」

　　　　永　六輔

　　　パネルディスカッション

　　　　伊藤　大一　栗原　秀樹

　　　　佐々木信夫　吉田　敬一

　　　　昇　　秀樹

参加費無料

－
，
噛
0
『
ヨ
①
盈
0
5

●

山
頂
の
神
秘
な
空
気
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
米
子

初
詣
孫
に
せ
が
ま
れ
買
ふ
お
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

大
吉
に
心
ゆ
る
め
じ
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

初
詣
拝
殿
の
闇
お
ご
そ
か
や

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

鏡
餅
肌
の
白
さ
の
匂
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

杓
子
の
香
ロ
に
残
れ
る
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

神
棚
の
半
紙
は
み
で
て
鏡
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
枝

倖
の
風
を
訣
に
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

願
い
ご
と
あ
る
年
だ
け
の

市初佐
川詣藤
マ　　慎
ツ　　治
工　　郎

初
詣
鎮
守
の
森
に
灯
が
と
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島

常
着
に
て
山
の
祠
へ
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部

鏡
餅
家
の
主
と
納
ま
れ
り

父
あ
り
て
母
あ
る
ご
と
し

う
ぶ
す
な
に
鈴
の
音
響
く

も古初井鏡
り谷詣上餅

正　　孫　　ま　　道
次　　一　　つ　　子

俳
句
会
⑬

ε
う
を
勘

ク

㌧

！

w鴇

　　〃　　o
o

鏡
餅
機
械
に
供
へ
休
業
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

か
が
り
火
に
杜
の
華
や
ぐ
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
胸
に
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

家
内
安
全
ひ
た
す
ら
祈
る
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

嫁
姑
仲
良
く
供
へ
鏡
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

病
む
友
の
如
何
に
過
ご
す
や
鏡
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

和
服
着
て
妻
し
と
や
か
に
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

髪
の
香
の
ふ
と
よ
ぎ
り
た
り
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

神
棚
に
勝
り
御
鏡
な
ほ
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

初
詣
胸
の
想
い
を
祈
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

神
仏
に
供
へ
て
年
の
鏡
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

鏡
餅
子
等
の
手
垢
に
汚
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

社
会
鍋
今
日
の
一
善
投
じ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
及
芙
子

初
詣
静
寂
に
響
く
神
の
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

（10）



情報パッワ
　　　　込書に記入し提出

人員28名（申込多数時抽選）
問合せ　熊谷市仲町74（八木橋8階）

　　　　熊谷女性職業センター

　　　　a23－2816

・興センター分室

　行83－2841

人権展の開催

問題の啓発活動の一環として

が次の日程及び内容で開催さ

圏固・團圖
農林学級（2月・3月）

ひ

埼玉県老人大学校生募集

資格県内在住の満60歳以上（4

　　月1日現在）で通学可能な
　　人。ただし、過去に老人大
　　学校を卒業した人は除きま

　　す。
開設学園・募集人員・学習時間

　　熊谷学園・熊谷福祉センタ
　　ー、　120名、毎月第2・4

　　週の火曜日、12時～16時25
　　分。熊谷学園のほか7学園

　　あります。
期間2月1日～2月22日まで
　　（当日の消印有効）
申込官製往復はがきに、住所、

方法氏名（フリガナ）、電話番
　　号、性別、生年月日、年齢
　　希望学園名などを記入し、

　　返信用はがきの表欄にご自

　　分の住所、氏名を記入して

　　ください。
学　習・心や身体の健康を増進する

内　容　ための学習（こころの健康

　　からだの健康、食生活など）

　　・教養を高めるための学習（文

　　学、郷土を知る、美術に親
　　しむ、さいたまの文化財な

　
　
の

和
展
す
日
展

同
権
ま

　
人
れ
期
写

期日2月13日（土）・14日（日）

写真展　深谷市健康センターホール

　　　　午前9時30分～午後4時

映画深谷市健康センター大会議室

　　　　13日午後1時30分

　　　　14日午前10時と午後1時30

　　　　　　分から

　　　　会　場　地　図

健康センター

産業会館
育館　　文化会館

飼
　　　　　　駐　　　　コ　こ　　　　　’　車

＿～蠣

消防署

●
●
　
●

国道17号

本住町17－1a73－6566

開催日 内　　　容 時　　間

％日（木） 手づくりクッキ． 午前10時

一教室

12日（斜 家庭菜園を365 午後1時30分

日楽しむ（春作）

13日（土） 木工動物の型抜 午前10時と

き 午後1時30分

14日（日） かぶの収穫 午後1時30分

17日（水） 木工ふた付き小 午前10時
ん人一

木目

18日休） 手打ちうどん 午前10時

21日（日） かぶの収穫 午後1時30分

25日（木） 手打ちそば 午前10時
％日（日） 木工おもちゃ箱 午前10時

7日（日） トマトの収穫 午後1時3Q分

　
所
　
務
　
事
　
理
　
管
01

　
園
2
3

料
公
一

　
林
83

無
農
費

用
付
せ

　
　
合

費
受
問

　　　　　　　～　　　　　　～　　　　　　～　　　　　～　　　　～　　　　～　　　～　　～　　～　～～～

●

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

十
二
月
中
届
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
氏
号
希
返
分
く
塊
か
轍
学
し
ど
ぼ
沢
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
習
容
　
　
　
　
～
　
木
村
　
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
学
内
　
　
　
t
．
一
さ
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
野
部
生
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
切
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
柳
澤
優
美

　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
る
　
職
申
～

　
　
　
　
　
座
で
室
す
生
　
～
樋
春

　
　
　
圏
讐
時
翻
難
饗
福
島
慮

　
　
　
　
　
女
銀
雛
難
藁
船
橋
撲

　
　
　
回

　
　
　
　
　
る
～
時
舎
就
可
で
に
～
岡
田
美
月

　
　
　
　
　
す
㈲
－
o
庁
再
席
ま
一
～

　
　
　
　
　
望
日
方
、
出
日
タ
｝
御
正
新
田
ひ
ろ
き

　
　
　
圖

　
　
　
　
　
就
時
　
所
象
　
募
　
～

　
　
　
　
　
再
　
　
　
　
　
　
、
　
塩

　
　
　
　
　
　
　
日
　
場
対
　
応
　

～
　
　
　
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
丸
山
百
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
板
　
井
た
か
ひ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
佐
藤
峻
拓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
ん
い
ち

花き園芸講座（2月）

開催日 内　　　　容 費　用

9日（火） 地被植物あれこれ 無　　料

12日㈹ 家庭菜園を365日楽 無　　料

しむ（春作）

23日（火） 観葉植物の楽しみ方 1，500円

25日（木） サギソウの楽しみ方 1，000円

※時問は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　行います。
問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　埼玉県農林公園内・植物振

　　　　　　十小杉大藤石福二お鳴1
澤田島野井田月　く海1
ノ～き金ぢ邦冨や纏
郎久秋い幸初　 み一一劉

二　　二　　長　　　　　0り
女　女　女　　　で，
＿　＿　＿　蔽ζ蓼

正審彗　罐つ1
）　　　　　　　）　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　）

平成4年　救急出動状況

長長二
女女亥

墓修舅
）　 ）　）

二
男
　
（
和
雄
）

二
男
　
　
（
利
行
）

長
女
　
（
昭
仁
）

二
男
　
（
正
敏
）

長
男
　
（
英
樹
）

町民のうごき
救急出動状況 12　月 累　計

交　　　　　　通 10件 69件

一　　般　　負　傷 2件 21件

急　　　　　　病 16件 134件
そ　　　の　　　他 5件 24件

合　　　　　　計 33件 248件

1月1日現在

人口　12，082　－4

男5，964－6
女6，118十2
世帯　3，405　－13

1月10月　11月　12月

12，100

12，090

12，080

人／戸

3，420

3，410

3，400

11）
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　　　　しょう　　へい
佐々木　祥　平ちゃん

　平成4年2月8日生
　佐々木和敏・房江さんの

二男（11ヵ月）　　千　代

　我が家の二男坊です。ハ

イハイやつかまり立ちで部

屋中動き回り、元気に遊ん

でいます。健康で、たくま

しい子に育って欲しいです。

　　　　さ　や　が
石　田　紗也佳ちゃん

　平成4年3月27日生
　石田康弘・三枝子さんの

二女（10ヵ月）　　三　本

　はじめまして！

　リズムに合わせて踊った

り、ボール遊びが得意ない

たずら好きの我が家のプリ

ンセス・サヤカです。

　　　　　　つかさ
舟橋　　　司ちゃん

　平成4年3月17日生

　舟橋研司・博美さんの

長男（10ヵ月）　御正新田

　3人目にして、念願の男

の子が誕生しました。

　2人の姉と3人仲良く、

明るく元気に育ってほしい

と願っています。

　　　　ち　え　み
折　居　千絵美ちゃん

　平成4年4月18日生

　折居　実・由美子さんの

長女（9ヵ月）　　小江川

　ったい歩きと、ハイハイ

で毎日が大冒険。

　いつまでも、この笑顔を

絶やさず心のやさしい子に

育ってほしいと思います。
ザ

◎擁、監
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我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

レ
ン
コ
ン
蒸
し

宇
治
川
　
常
子
さ
ん
（
板
井
）

▼
材
　
　
料

豚
ひ
き
肉
…
・
・

レ
ン
コ
ン
…
：
…

干
し
シ
イ
タ
ケ
：

長
ネ
ギ
…
・
…

日
　
　
：
・
　
：
：
：
：
。
：

面
ワ
．
．

塩
…
…

み
り
ん
…
…
…

し
ょ
う
油
…
・
・

　
…
…
三
〇
〇
g

・
一
耽
即
（
一
二
〇
〇
g
）

　
　
　
　
…
三
枚

　
　
…
…
・
％
本

…
…
…
…
…
一
個

・
…
…
小
さ
じ
％
杯

…
…
・
小
さ
じ
一
杯

…
…
大
さ
じ
一
杯

ゴ
マ
油
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
％
杯

▼
作
り
方

①
干
し
シ
イ
タ
ケ
を
水
に
つ
け
て
も
ど

し
て
、
ネ
ギ
十
セ
ン
チ
分
と
と
も
に
み

じ
ん
切
り
に
す
る
。
レ
ン
コ
ン
は
皮
を

む
き
、
す
り
お
ろ
し
て
軽
く
水
気
を
切

る
Q

②
残
り
の
ネ
ギ
は
せ
ん
切
り
に
す
る
。

③
ひ
き
肉
を
こ
ね
、
塩
、
み
り
ん
、
し

ょ
う
油
、
ご
ま
油
、
と
き
卵
を
①
に
加

え
、
こ
ね
混
ぜ
る
。

④
耐
熱
容
器
の
ボ
ウ
ル
ま
た
は
深
皿
に

油
を
ぬ
り
、
③
を
入
れ
て
お
わ
ん
型

に
押
さ
え
、
湯
気
の
た
っ
た
蒸
し
器
に

入
れ
、
中
火
で
二
十
～
二
十
五
分
蒸
し
、

切
り
分
け
②
を
天
盛
り
に
し
、
か
ら
し

し
ょ
う
油
を
添
え
る
。

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

圖
囹
回
腫
、

　
最
近
、
あ
い
さ
つ
代
わ
り
に
花
を
贈

る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
確
か
に
花
は
だ
れ
に
も
喜
ば
れ
る

気
の
き
い
た
贈
り
物
で
す
。
し
か
し
、

相
手
の
事
情
を
考
え
ず
に
贈
る
と
、
あ

り
が
た
迷
惑
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
入
院
し
た
当
初
は
見
舞
い
客
が
訪
れ

花
が
と
切
れ
る
こ
と
も
な
く
に
ぎ
や
か

で
す
。
で
も
長
引
く
と
、
次
第
に
訪
れ

る
人
も
少
な
く
な
り
、
寂
し
く
な
る
も

の
で
す
。
そ
ん
な
と
き
こ
そ
、
花
を
持

っ
て
見
舞
い
に
い
け
ば
、
本
当
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
期
に
入
院
す
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
場
合
は
、
定
期
的
に
花
を
届
け

る
よ
う
に
計
ら
う
の
も
よ
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
病
人
に
鉢
植
え
を
贈
る
の
は

タ
ブ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
鉢
植
え

は
花
瓶
に
い
れ
る
必
要
も
な
く
管
理
が

手
軽
で
、
長
く
楽
し
め
る
と
い
っ
た
利

点
が
あ
り
ま
す
。
鉢
植
え
を
贈
る
な
ら
、

選
ん
だ
理
由
、
回
復
を
願
う
気
持
を
は

っ
き
り
と
伝
え
れ
ば
、
相
手
の
気
分
を

害
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
結
婚
記
念
日
に
は
、
何

年
目
に
あ
た
る
か
に
よ
っ
て
呼
び
名
が

あ
り
ま
す
が
、
七
年
目
は
「
花
嫁
式
」

で
す
。
七
回
目
の
結
婚
記
念
日
を
迎
え

る
か
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
花
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
い
か
が
で
す
か
。




